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ゆる場所において実現されなければならないJ (第 2条)とした上で学校教育(第 6条)J 








小川利夫氏は，日本国憲法第 26条 「教育を受ける権利」及び第 23条 「学問の自由Jなどの系
において，戦前とは異なる「権利としての社会教育人権としての社会教育Jという視点を
重視しつつ r5つの SJと社会教育との関連交渉，すなわち r(I)自己教育 Self-education問
題の再吟味 (2)学校教育と学校外教育 Schooleducation and out of school educationの統合化の問
題(3)社会福祉(社会事業)Social work or social serviceと教育と くに社会教育との関連交渉(4)
社会運動(住民運動)の社会教育的意義 (5)いわゆる自治とりわけ住民自治 Self-governmentの
意識の形成と社会教育の役割の問題J (小)1利夫[1999]~小 )11利夫社会教育論集第 6 巻 公民
館と社会教育実践』亜紀書房.p.23)を問う必要を説き社会教育の存在理由と〈に権利性
と公共性J (同 p.23)を明らかにしようとした.
















的矛盾J輸，いわゆる 「外在的 ・内在的矛盾J論の再検討に入った.その結果は，山固定市 ・
















































夫 ・土井洋 編 (1978) r教育と福祉の理論』ー粒社.小川利夫 (1985) r教育福祉の基本問
題』勤草書房である。そして，小川氏の論考を集めた『小)1利夫社会教育論集第 5巻 社会福
祉と社会教育J(亜紀書房.1994)の1M題は. r教育福祉蛤j と銘打たれている.モの後は










ける 「学校教育を補うものとしての 『福祉』的な取り組み). (3)学習権保障倫としての教育福
祉除に整理し.(3)の立場lこ小)1氏らの系僧を位置づけている(高橋 f教育福祉研究ーこれから
の捉え方と課題一J W教育福祉輸入門 ~ pp.225-244)。その上で①経済的文化的階層性，
②能力発達的階層性，③民族的歴史社会的階層性j という 3つの局面で顕れやすい[社会的に
困難を抱える人々の教育 ・学習に対する権利保障の問題j に留まらず，すべての人々にかかわ








・岩田美香(研究テーマ 子育ての社会階層差と子ども 家族へのYーシャルワーク) の三氏


































( ~地核社会教育学序説J ppト2) ， 
I第一部 理絵篇」の章のタイトノレは.(I)教育社会学の発達ーその歴史と現状の概要一.(2) 
社会的形成倫(その )一社会化の社会 心理学的基礎原理一. (3)同{その二)一社会化の社







して，岡崎友典編(1991・改訂版 1996) W地域社会と教育』放送大学教育振興会，岡崎友典 (2000
























本書は 「地域の教育の歴史Jを書名とした。 r中央J (国家)の教育政策の浸透 定着の過





支配 ・統治の対象として，中央直結の I地方Jとしてではなく，中央の支配 統治という政治
的・社会的攻勢に対侍しつつ，さまざまな矛盾や課題を抱えつつも，自立した独自の生活や文
化・教育を創造する機能を堅持する拠点としてその地位を保持しつづけてきた.そのような『地










































書・産育と教育の社会史 ~ (第 1巻[1983]r学校のない社会 学校のある社会J，第 2巻 [1983] 
「民衆のカリキュラム 学校のカリキュラムJ，第 3巻 [1984]r生活の時間 空間 学校の時
間・空間J，第4巻[1984]r子どもの社会史 子ども国家史J，第 5巻[1985]r国家の教師 民




















(関啓子 ・青木利夫 『はじめにJ W人間形成の全体史~ pp.3-4) 
『人間形成の全体史』の姉妹編として 6年後に出版された中内敏夫 ・小野征夫編 (2004)r人






















( ~人間形成論の視野~ pp.3-4) 
そして，中内氏は社会的生活を通して人聞がつくられる過程である『形成~ Jを前提と
した上で(r前提としての形成(forming) J ) .さらに人間形成を「宣伝，プロパガンダ
(propaganda) J .教化 (edificationor instruction) .あるいは生活訓練J.教育(本書に
いう(教育)education) J .保育，養護(ケア) Jの4種類に区別している.
こうした諸提起を踏まえつつ発展させて，後に見るように，鳥取大学地域学部 地域教育学













程の関係を示した 「教育地域科学部の概念図J (資料 1).及びその中での「学校教育課程の




























































































また. 4学科{研究領域)の関係を含めて示した I鳥取大学における 『地域学』についてJ
(資料 3)についても再掲 しておく(鳥取大学HP r鳥取大学大学院地域学研究科 地域学研
究科の概要Jhtto:l/www.rs.tollorI-U.3C川 Imast町 /回 ivoll.ndf}. 
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図 1は教育 educationJは本来的には「産 educereJ 産む，ひきだす)と「育 educareJ
(育てる，養い太らせる)の双方を含む機能であり，その『教育Jに加えて f釧 institutionJ 司1
育・訓練，接ける)と 『教 instructionJ 教授，教える・教え込む)が位置づくことを示して
いる.そして，今日では 「馴教Jがむしろ r(学校)教育J機能とみなされ，これとは別
























図 1 r産・育・訓・教Jの概念図 (山根俊喜 2006)
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図2は地域教育学」の範囲を，横軸に 「人間形成作用の広がり(産 ・育・訓 ・教) J 
縦軸に 「時間軸(誕生から往生まで)Jを置いたスケーノレで摘き上げ地域教育」の一部に
「学校的営みJ=学校教育 schoolingが位置づくことを示している。そうすることによって地
域教育学j の取り扱う範囲としては 「発達福祉(ケアー養育 ・養護 ・保育等ーの側面) Jを含





筆者(渡部)は，山根教授のいう 「人間形成作用の広がり(産 ・育 ・訓 ・教) Jを「地域教
育学』の扱う①機能の広がり(機能の広域性). r時間軸{誕生から往生まで) Jを 「地域教
育学j の扱う②ライフステージの繋がり(ライフステージの展開性)と押さえなおした上で，
さらに③空間としての「地峡Jの重なり(地域・空間の鐘層性) (例えば，家庭，町内会，小
学校区 ・中学校区，市区町村 [基礎自治体l. (広場迎合・事業組合. )都道府県 [広域自治













その際地域教育学j が f福祉j 問題をどのように扱うのかという検討課題がある。山被
の構想で言えば養護 care，nursingJの機能は 『地域教育Jの中に含み込まれていることに
なる。しかし. r (社会)福祉 (social)welfareJは 「養護Jを含んださらに広い機能と概念、である.
そうであるならば，地域における 「教育福祉J問題を扱う 「地壊教育福祉J.ないし I地域教
育j と 「地域福祉Jの問題を総合して級う 「地域教育福祉」が構想されなければならない.
未だ結論を得ているわけではないが，私見では 『教育と福祉と地域共同社会との相互連関を
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図 3 地場教育学科における 「地減学J関連 力 リキュラムの整備構想 ( 2007年度)
18 
